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１．研究計画の概要 

 

この研究の計画は以下の通りである。 

(1)画家パウル・クレーの作品における〈都市
画〉と〈天使〉モチーフの関連性とその精神
史的な意義の考察。 

(2)クレーと同時代の彫刻家エルンスト・バル
ラハの作品における〈天使〉像と当時の精神
的背景との関連性の考察。 

(3)２０世紀初頭の芸術表象としての〈都市〉
と〈天使〉モチーフの源泉の一つとして、１
９世紀ドイツ・ロマン主義の画家フィリッ
プ・オットー・ルンゲの関連作品を取り上げ、
その先駆的な意義を考察する。 

(4)現代社会における〈都市〉と〈天使〉モチ
ーフの関係性について、主に現代芸術やサブ
カルチャーを中心に、「醜」と「テクノロジ
ー」という観点から、その精神史的な意義を
考察する。 

 

２．研究の進捗状況 

 平成２２年度までは、画家パウル・クレー

（１８７９−１９４０）の「都市画」と〈天使

〉モチーフの関係性、および彫刻家エルンス

ト・バルラハ（１８７０−１９３８）の〈天使

〉像をめぐる精神史的な意義の考察、さらに

は１９世紀の造形芸術における〈都市〉と〈

天使〉をめぐる新しい関係性の源泉を、ドイ

ツ・ロマン主義の絵画へとさかのぼる調査を

行った。具体的には、フィリップ・オットー

・ルンゲ（１７７７−１８１０）を中心とする

、１８世紀後半から１９世紀前半の芸術動向

の渉猟である。平成２２年度の調査では、ル

ンゲの初期作品から晩年の代表作までを俯瞰

する機会を得て、本研究の全体を貫く視座の

ためのヒントをいくつか得ることができた。

具体的には、ルンゲの代表作品『朝の時』『

昼の時』『夕べの時』『夜の時』における〈

天使〉と〈子ども〉の造形的な類似性と象徴

的な配置である。当時の社会思想やルンゲの

造形論に鑑みるなら、〈天使〉と複数の裸体

の〈子ども〉が併置されていることは、両者

の融合への一歩として考えることができる。

こういった表現が、後世のバルラハやクレー

の天使像において、天使の人間化とも言うべ

き造形を生み出す先駆になった、と推測され

る。 

 平成２３年度の研究テーマである、現代芸

術におけるこれらのモチーフの意義の考察で

は、これまでの調査研究で得られた知見を参

考にし、本研究で対象とする近現代の造形意

識を貫くような総合的な視座を見極めたいと

思う。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている 

理由：科研費申請の後に生じた、２度にわた
る所属機関の変更と、それに伴う研究以外の
諸義務のため、研究成果を発表する機会を物
理的に持てなかった。２０１１年４月以降は、
事態は改善された。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1)１９２０−３０年代のクレーとバルラッ
ハの作品に現れる〈都市〉と〈天使〉の連関
性について、同時代の資料を渉猟し、より説
得力のある論証を行う。 
(2)１９世紀初頭のロマン主義的な源流と１
９２０−３０年代の社会思想および造形的な
関連性について、同時代の資料を渉猟し、主
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要な概念を抽出する。 
(3)現代社会における〈都市〉と〈天使〉の
関係について、造形表現における「醜さ」と
表現メディアにおける「テクノロジー」とい
う観点を切り口として、考察を深める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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